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２月の市民課・保険年金課・税務課・収納課窓口延長日は
３、１０、１７、２４日です。午後７時まで利用できます。 

神島田連絡所（1３１－０７７３）では、土・日曜日（祝日・振替休日は除く）に住民
票の写しと印鑑登録証明書の交付（印鑑登録証が必要）を行っています。 

所得税や市・県民税の申告は正しくお早めに 

行政＆暮らしの情報 

私のカルテ 

保健センター行事 

市民相談 

アンケート結果（ご家庭の家具等固定について） 

救急車の利用に関してのアンケート 

街角散歩 

消防出初式 
青空に向けて一斉放水 

新春恒例の「消防出初式」が１月１０日、天
王川公園で行われました。市消防職員をはじ
め市消防団員や市婦人防火クラブ員、天王
中学校少年消防クラブ員ら総勢３４０人と消
防車両１５台が参加。日比市長による閲団の後、
分列行進、一斉放水など日ごろの訓練の成
果を披露しました。 
また、消防活動に貢献した方々に対して表
彰状が授与されました。 
表彰者については、１８ページをご覧ください。 
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平成28年津島市成人式 

新たな市指定文化財「津島神社開扉祭の大松明行事」 
かい  ひ  さい おお たい まつぎょうじ 



特 集

▲はたちの誓い 

▲紅白クイズ

▲恩師からの 
　メッセージ 

▲受付の様子 

１
月
１０
日

、文
化
会
館
で
平
成
２８
年
津
島
市
成

人
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
、市
内
で
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
た
の
は
総
勢
７
２
２
人（
男
性
３
６
９
人
、女
性
３

５
３
人
）。晴
れ
着
姿
の
新
成
人
の
す
が
す
が
し
い
表

情
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
中
学
校
か
ら
選
任
さ
れ
た
８
人
の
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
に
よ
り
企
画
運
営
さ
れ
た
今
回
の
式
典
で

は
、第
１
部
で
新
成
人
代
表
と
し
て
白
籏
貴
志
さ
ん

と
澤
野
遥
香
さ
ん
が
「
は
た
ち
の
誓
い
」
を
宣
言
し

ま
し
た
。 

ま
た
、第
２
部
で
は
、「
紅
白
ク
イ
ズ
」
と
題
し
て

二
十
年
前
に
放
映
さ
れ
て
い
た
ア
ニ
メ
や
一
般
的
な

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
出
題
が
さ
れ
ま
し
た
。
回
答
は
、恩

師
が
ビ
デ
オ
に
登
場
し
、解
説
。思
わ
ぬ
懐
か
し
い
顔

に
、会
場
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
も
び
っ
く
り
さ
れ
た

よ
う
で
し
た
。 

は
た
ち
の
決
意
を
胸
に 

「市政のひろば」つしま2016.2 ２ 

市役所　124-1111



特 集  

①教師（飯田恭洋さん） 
②天王川（加藤太志さん） 
②人があたたかい（森　和弘さん） 
③ＩLOVE TSUSHIMA(杉浦考昭さん) 
③つしま大好き（中山　聖さん) 
 

①医療事務 
（石原佳奈さん） 
③お母さんありがとう 
（山口楓花さん） 
③社会人がんばります 
（廣瀬うららさん） 
 

②天王祭（かわいみさき さん） 
②ほどよい田舎感 
　（つだまみ さん） 

ぼくたち・わたしたち・はたち 
になりました！ 
新成人の皆さんに、 
①「将来の夢」 
②「津島の好きなところ」 
③「これだけは言いたいこと」 
という項目でインタビューしました。 

①一等海曹になりたい 
　（峪口貴裕さん） 
③成人になっても日々勉強をし、 
　もっと自分磨きをしたい 
　（太田誠志朗さん） 
 

①美容師（高橋瑞樹さん） 
①保健室の先生 
　（村瀬優子さん） 
 

②都会でもなく田舎でもない 
　感じのところ 
　（上野瑠美さん） 
③立派な大人になれるよう 
　がんばります 
　（伊藤早貴子さん） 
 

※お名前につきましては、回答のまま 

　掲載させていただいています。 

３ 「市政のひろば」つしま2016.2
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特 集

「
津
島
神
社
開
扉
祭
の
大
松
明
行
事
」
 

新
た
な
市
指
定
文
化
財
 

か
い
　
ひ
　
さ
い
 

お
お
た
い
ま
つ
ぎ
ょ
う
じ
 

平
成
２８
年
３
月
９
日

午
後
７
時
　
開
催
 

「
お
み
と
」
と
も
称
さ
れ
る
開
扉
祭
。
平
成
２７
年
６
月
２６
日
に
開
扉
祭
の
大
松
明

行
事
が
市
指
定
の
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

旧
暦
２
月
１
日
に
行
わ
れ
る
開
扉

祭
は
、今
年
は
３
月
９
日

午
後
７

時
に
行
わ
れ
ま
す
。 

開
扉
祭
の
起
源
は
、は
っ
き
り
と
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、江
戸
時
代
の
史
料『
張

州
雑
志
』の
な
か
の『
藤
嶋
私
記
』で

は
「
由
貴
供
祭
」
と
称
さ
れ
、大
松
明

行
事
の
絵
図
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

大
松
明
は
、葭
を
束
ね
て
作
ら
れ
、

直
径
１
ｍ
、長
さ
１０
ｍ
で
す
。こ
れ
を
２

本
作
り
、そ
れ
ぞ
れ
２５
人
の
担
ぎ
手（
地

元
消
防
団
員
）に
よ
っ
て
、一
気
に
楼

門
を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
そ
の
ま
ま

拝
殿
前
に
奉
納
さ
れ
る
と
、見
物
人

は
燃
え
残
っ
た
葭
を
競
い
と
っ
て
家
に

持
ち
帰
り
ま
す
。こ
の
葭
は
、箸
の
代

わ
り
と
し
て
用
い
る
と
「
中
風
除
け
」

「
歯
痛
除
け
」
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ

れ
、「
厄
除
け
」「
田
の
虫
除
け
」
な
ど

の
お
守
り
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

楼
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る
瞬
間
は
圧
巻

で
す
。お
見
逃
し
な
く
！ 

大
龍
寺
所
蔵 

当
麻
曼
荼
羅
図
、大
般
涅
槃
霊
図
も
市
指
定
文
化
財

に
登
録 

北
町
に
あ
る
大
龍
寺
で
は
、平
成
２７
年
２
月
２７
日
に
２
つ

の
文
化
財
指
定
が
さ
れ
ま
し
た
。 

当麻曼荼羅図 

材質　絹本著色　 

１６７.９㎝×１５４.４㎝ 

鎌倉時代後期～ 

南北朝時代 

 

 

大般涅槃霊図 

材質　絹本著色 

１９３.０㎝×１６３.９㎝ 

南北朝時代後期～ 

室町時代前期 

 

① 

② 

③ 

④ 

①
大
松
明
作
り 

②
大
松
明
に
点
火 

③
大
松
明
が
楼
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る 

④
燃
え
残
り
を
持
ち
帰
る 

ゆ   

き 

の
く 

さ
い 

よ
し 

た
い    

ま   

ま
ん   

だ     

ら     

ず 

たい   ま   まん   だ     ら     ず 

だ
い   

は 

つ   

ね   

は
ん  

れ
い    

ず 

だい  はつ   ね   はん  れい   ず 
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Ｎ 

文化会館 

津島市役所 

津島税務署 

津
島
神
社 天

王
川
公
園 

至
名
古
屋 

天王通り 

東柳原２ 

東柳原４ 

東柳原 

津
島
駅 

津
島
警
察
署 

海
部
総
合
庁
舎 

至弥富 

県道名古屋津島線 

至名古屋 至一宮 

津島商工会議所 

平
成
２７
年
分
の
所
得
（
所

得
税
、市
・
県
民
税
）の
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。
例
年
申
告

期
間
中
は
会
場
が
混
み
合
い

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
必

要
書
類
の
確
認
を
行
い
、ご

自
分
で
作
成
し
て
早
め
に
提

出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

所
得
税
の
確
定
申
告 

昨
年
１
年
間
の
事
業
や
収

入
の
総
決
算
で
す
。
事
業
を

し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、公

的
年
金
収
入
以
外
に
も
収
入

の
あ
る
方
、ま
た
は
給
与
収

入
の
あ
る
方
で
も
次
の
よ
う

な
方
は
確
定
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

・
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
方 

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
２０
万
円
を
超
え
る
方 

・
給
与
の
支
払
い
を
２
カ
所

以
上
か
ら
受
け
て
お
り
、

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え

る
方 

・
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
方 

申
告
期
間
　
下
表
の
と
お
り 

申
告
会
場 

津
島
商
工
会
議
所
・
市
役
所
・

神
守
支
所
・
神
島
田
連
絡
所 

市
・
県
民
税
の
申
告 

平
成
２８
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
居
住

し
て
い
る
次
の
方
は
、市
・
県
民
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、市
・
県
民
税
の
申
告

書
も
併
せ
て
提
出
し
た
こ
と
に
な
る
た
め
、

あ
ら
た
め
て
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
平
成
２７
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方 

・
給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら
市
役
所
に

給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方 

・
給
与
所
得
者
で
、給
与
以
外
の
所
得
が
２０

万
円
以
下
の
方 

・
公
的
年
金
収
入
４
０
０
万
円
以
下
で
公
的

年
金
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下
の
方
で
、

源
泉
徴
収
票
以
外
の
所
得
控
除
等
が
あ
る

方 

・
災
害
や
盗
難
な
ど
の
雑
損
控
除
や
医
療
費

控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方 

・
住
所
が
市
外
に
あ
っ
て
、事
務
所
、事
業
所
、

家
屋
敷
が
市
内
に
あ
る
方 

申
告
期
間
　
下
表
の
と
お
り 

申
告
会
場 

　
市
役
所
・
神
守
支
所
・
神
島
田
連
絡
所 

申
告
の
相
談
を
さ
れ
る
方
へ 

◆
次
の
方
は
、津
島
税
務
署
（
津
島
商
工
会

議
所
内
申
告
会
場
）へ 

・
個
人
事
業
主
等
で
青
色
決
算
書
が
未
作
成

ま
た
は
作
成
の
相
談
を
さ
れ
る
方 

・
平
成
２７
年
中
に
土
地
や
家
屋
、株
式
を
売

却
さ
れ
た
方 

・
家
屋
の
新
築
ま
た
は
購
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方 

◆
医
療
費
の
合
計
は
ご
自
分
で 

医
療
費
の
領
収
書
の
合
計
金
額
を
計
算
し
、

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
確
認

し
た
上
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

◆
必
要
書
類
等
の
確
認
を 

申
告
に
必
要
な
書
類
等（
印
鑑
・
源
泉
徴
収

票
・
生
命
保
険
料
お
よ
び
地
震
保
険
料
の
控

除
証
明
書
・「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」
な
ど
）は
、あ
ら
か
じ
め
確

認
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

な
お
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
納
付
額
確
認
書

に
つ
い
て
は
、「
市
政
の
ひ
ろ
ば
」１
月
号
５
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
所
得
税
　
津
島
税
務
署 

　
　
　
1
２６
ー

２
１
６
１ 

　
　
　
市
・
県
民
税
　
市
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

所得税や市・県民税の申告は正しくお早めに 

申
告
の
相
談
を
さ
れ
る
方
へ 

津島税務署が開設する申告受付会場 
期　　　間 受付時間 場　　所 

２月１６日 ～３月１５日 の平日 
２月２１日 ・２月２８日  
 

午前９時～午後５時 
（午後４時までに 
お越しください） 
 

津島商工会議所 

市が開設する申告受付会場 

※会場の混雑状況により、受付を早く終了する場合があります。 

期　　　間 受付時間 場　　所 
２月１６日 ～３月１５日 の平日 
ただし、市・県民税の申告に限り、２月１２日 から受付します。 
 

午前８時３０分～１１時 
午後１時 ～４時 
 

市 役 所 ４ 階  
大 会 議 室  

２月１６日 ～２９日 の平日 
３月４日 ～１５日 の平日 

午前９時～１１時 
午後１時～４時 神 守 支 所  

３月１日 ～３日 午前９時～１１時 
午後１時～４時 神 島 田 連 絡 所  

５ 「市政のひろば」つしま2016.2
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あなたの申告は?あなたの申告は?
下記の①②③の当てはまるところで確認してください。 

① 給 与  

年 末 調 整 は 済 ん で い ま す か？  

昨 年 、所 得 税 の 確 定 申 告 をし まし た か？  

はい 

② 個人事業など  

個 人 事 業  不動産などの収入  土地・家屋の売却  

次のうち１つでも該当しますか？ 
・年末調整済以外の給与がある。 
・年金など給与以外の所得がある。 

（扶養控除・住宅借入金等特別控除・医療費控除・雑損控除等） それは２０万円を超えていますか？ 
控除に変更がありますか？ 

いいえ 

③ 年 金  

１年 間 の 年 金 収 入 が４００万 円 を 超 え ま す か？  
はい いいえ 

はい いいえ 

所得税の確定申告をしてください。 

①②③のいずれにも当てはまらない方 

家 族 の 扶 養 に 入って い ま す か？（ 税 法 上 の 扶 養 ） 
はい いいえ 

申告の必要はありません。 市・県民税の申告をしてください。 

はい 

所得税の確定申告をしてください。 市・県民税の申告をしてください。 

はい いいえ 

はい いいえ 

いいえ いいえ 

いいえ 

次のうち１つでも該当しますか？ 
・給与を２カ所以上からもらっている。 
・給与が１０３万円を超える。 
・源泉徴収されている。 
・年金など給与以外の所得が２０万円を超える。 

はい いいえ 

所得税の確定申
告をしてください。 

市・県民税の申告
をしてください。 

はい いいえ 

所得税の確定申
告をしてください。 

所得税の確定申告をしてく
ださい。 

所得税の確定申告をしてく
ださい。 

所得税の確定申
告をしてください。 

申告の必要はあり
ません。 

所得税の確定申告の必
要はありませんが、扶養
親族の状況、各種控除合
計額によって市・県民税
の申告が必要となる場
合があります。 

申告の必要はありません。 
ただし、源泉徴収されている方は所得税の確
定申告をすると所得税が還付されます。 

所 得 額 が 控 除 額 を 超 え ま す か？  

年 金 以 外 の 所 得 が１年 間 で２０万 円 を 超 え ま す か？  

はい いいえ 

年金収入が年間で９８万円を超えますか？ 年金収入が年間で１４８万円を超えますか？ 

いいえ 

あなたの年齢は６５歳以上ですか？（昭和２６年１月１日以前生まれの方） 

はい 

市・県民税の申告をしてください。（源泉徴収票どおりの場合は、申告の必要はありません） 
ただし、収入金額や扶養親族の状況、各種控除によって所得税の確定申告が必要となる場合があります。 

はい はい 

※給与所得と年金所得がある方は、年金収入が４００万円以下であっても、
給与所得が２０万円を超えていれば、今までどおり確定申告書の提出が
必要となります。 

国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入の方、福祉医療制度を利用の方などは、収入がない場合でも申告してください。 

「市政のひろば」つしま2016.2 ６ 
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◆
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
創

設
 

　
平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
さ
れ
た
方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

な
く
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。（
平
成
２７
年
４
月
１
日
以
後
の
寄

附
金
か
ら
適
用
） 

　
こ
の
場
合
、所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
に
お
け
る
軽
減
額
に
相
当
す
る
額
が

「
申
告
特
例
控
除
」
と
し
て
個
人
住
民
税
所

得
割
額
か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
 

・
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方
（
給

与
以
外
に
営
業
や
不
動
産
所
得
等
が
あ

る
方
の
ほ
か
、医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
や
、源
泉
徴
収
票
に
明
記

さ
れ
て
い
な
い
方
を
扶
養
親
族
に
す
る

場
合
も
同
様
で
す
） 

・
確
定
申
告
書
や
市
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
た
方
 

・
ふ
る
さ
と
納
税
先
が
５
団
体
を
超
え
る

方
 

・
申
告
特
例
申
請
書
に
記
載
し
た
市
町
村

と
寄
付
し
た
年
の
翌
年
１
月
１
日
に
お

住
ま
い
の
市
町
村
が
異
な
る
方
 

・
平
成
２７
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
た
方
 

問
合
　
所
得
税
　
津
島
税
務
署
 

　
　
　
1
２６
ー

２
１
６
１
 

　
　
　
市
・
県
民
税
　
市
税
務
課
市
民
税
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４
 

平
成
２７
年
分
申
告
時
の
主
な
注
意
点
 

年末調整はされている 
①はい　 
②いいえ 

給与は1カ所から　①はい　　②いいえ 

ふるさと納税をした先は 
①５団体以内　　 
②５団体を超える 

寄附した年と翌年 
１月１日の住所が 
①同じ　②異なる 

 

１～３月末までに 
ふるさと納税をした 
①いいえ　②はい　 

ワンストップ特例が 
適用できます。 

確定申告が必要です。 
（所得の要件等により、確定申告ではなく市・県民税の申告が必要になる場合があります。） 

 

① 

① 

① ① 

① ② ② ② ② ② 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

公
園
内
で
の
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
の
向
上
を
！
 

お
知
ら
せ 

                 
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、年
に
４
回
、選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
方
を
調

査
し
、登
録
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
３
月
２
日
に
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方

は
、満
２０
歳
以
上
の
方（
平
成
８
年
３
月
２
日

以
前
の
出
生
者
）で
、市
の
住
民
基
本
台
帳
に

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（
平
成
２７
年
１２
月
１
日
以
前
に
転
入
届
を
さ

れ
た
方
）で
す
。
 

今
回
の
登
録
に
関
し
、次
の
と
お
り
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
 

期
間
　
３
月
３
日

〜
７
日

 

　
　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
 

※
市
役
所
閉
庁
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
合
 
選
挙
管
理
委
員
会（
市
役
所
３
階
総

務
課
庶
務
Ｇ
）内
線
２
３
５
１
 

  
公
園
内
で
犬
を
散
歩
さ
せ
る
際
は
、リ
ー

ド
を
最
小
限
の
長
さ
に
持
ち
、他
の
利
用
者

に
配
慮
し
て
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、糞
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

公
園
は
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
で
す
。
誰
も

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
基
本
的
な
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

問
合
　
計
画
建
築
課
都
市
計
画
・
建
築
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
４
２
７
 

           親
と
子
の
　
対
話
が
作
る
　
よ
い
家
庭
 

家
庭
は
生
活
や
教
育
の
基
盤
と
な
る
最
も

大
切
な
場
所
で
す
。
家
族
全
員
が
明
る
く
、楽

し
く
、ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
日
々
が
送
れ

る
よ
う
、対
話
の
あ
る
家
庭
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
 

ま
た
、愛
知
県
で
は
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
た
め
の
日
と
し
て
、毎
月
第
３
日
曜

日
を「
家
庭
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。
 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
３
 

２
月
１
日

〜
２９
日

「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動
 

ふ
ん
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市
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
お
子
さ
ん
が
小
・

中
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭

に
対
し
て
、学
用
品
費
や
給
食
費
を
補
助
し

て
い
ま
す
。 

補
助
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
て
い

る
。 

②
個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
。 

③
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。 

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い

る
。 

⑥
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る（
新
築

の
場
合
の
固
定
資
産
税
減
免
は
除
く
） 

⑦
国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。 

⑧
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
日
雇
労
働
者
、ま
た
は
職
業
安
定
所
登

録
日
雇
労
働
者 

⑨
そ
の
他
経
済
的
に
お
困
り
の
方
（
平
成
２７

年
中
の
所
得
に
つ
い
て
一
定
の
所
得
基
準

に
基
づ
き
審
査
・
決
定
し
ま
す
） 

※
た
だ
し
、申
告
し
て
い
な
い
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。 

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

・
②
③
④
⑧
の
申
請
の
場
合
、そ
れ
を
証
明

で
き
る
も
の 

・
印
鑑 

・
振
込
先
が
分
か
る
も
の 

受
付
　
２
月
１
日

〜
３
月
３１
日

 

　
た
だ
し
、新
入
学
児
童
は
４
月
２８
日

ま
で 

そ
の
他
　
平
成
２７
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
も

再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

支
給
額
　
左
表
の
と
お
り（
参
考
） 

※ 

平
成
２８
年
度
の
支
給
額
は
未
確
定
の
た

め
、金
額
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

               

申
込
・
問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
　
　  
内
線
２
２
６
３ 
        

６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、「
障
が
い
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
所

得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
障
が
い
者
控
除

を
受
け
る
た
め
に
、確
定
申
告
の
際
に
添
付

し
て
い
た
だ
く
も
の
と
な
り
ま
す
。（
障
害
者

手
帳
と
は
異
な
り
ま
す
） 

対
象 

・
特
別
障
が
い
者
　
１２
月
３１
日
現
在
の
要
介

護
認
定
が
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」
で
、寝

た
き
り
ま
た
は
重
度
の
認
知
症
の
方 

・
障
が
い
者
　
１２
月
３１
日
現
在
の
要
介
護
認

定
が「
要
介
護
１
以
上
」の
方 

※
要
介
護
認
定
の
判
定
に
お
い
て
、障
が
い

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
、ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
基
準

以
上
で
あ
る
方
が
対
象
で
す
。 

申
請
に
よ
り
発
行
し
ま
す 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、１
月
中

に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
発
行

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、郵
送
ま
た
は
申
請
書

を
お
持
ち
の
上
、直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
３ 

  

国
民
年
金
は
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す

る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。 

口
座
振
替
で
の
平
成
２８
年
度
分
６
カ
月
前

納（
４
月
〜
９
月
分
）・
１
年
前
納
・
２
年
前
納

の
締
め
切
り
日
は
、平
成
２８
年
２
月
２９
日

で
す
。 

        

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

   

冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
は
、大
気
中
の

Ｐ
Ｍ
２･

５
の
濃
度
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
愛
知
県
が
尾
張
区
域
に
発
令
す
る
注

意
喚
起
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

注
意
喚
起
が
発
令
さ
れ
た
場
合 

・
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

・
屋
外
で
長
時
間
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
窓
の
開
閉
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
外
出
す
る
と
き
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。 

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ
る
方
、

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
は
、体
調

に
応
じ
て
、よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

測
定
デ
ー
タ
の
公
表 

　
　h

ttp
://ta

iki-ka
n
kyo
-a
ic
h
i.jp
/ 

　ka
n
kyo
/ 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３ 

 

平
成
２８
年
度
就
学
援
助
 

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）注
意
 

喚
起
の
情
報
に
つ
い
て
 

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行
 

国
民
年
金
口
座
振
替
前
納
に
つ
い
て
 

平成２７年度年間支給額（参考） 
対象学年 種　　　別 支　給　額 
小学１年 
中学１年 
小学１年 
小学２～６年 
中学１年 
中学２・３年 
小学６年 
中学３年 
小学校 
中学校 

新入学児童生徒 
学用品費 

学用品費・ 
通学用品費 

修学旅行費 

給食費 

２０，４７０円 
２３，５５０円 
１１，４２０円 
１３，６５０円 
２２，３２０円 
２４，５５０円 
２０，０００円 
５０，０００円 
３１，９２０円 
３４，５９０円 

※平成２８年度の保険料額は、平成 
　２８年２月下旬に告知される予定 
　です。 

※平成２７年度の振替方法 
　割引額 

振替方法 納付額 割引額 

２年前納 ３６６,８４０円 １５,３６０円 

１年前納 １８３,１６０円 ３,９２０円 

６カ月 
前納 

９２,４８０円 １,０６０円 

「市政のひろば」つしま2016.2 ８ 
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市
で
は
、ク
ル
マ
と
公
共
交
通
、自
転
車
、

徒
歩
な
ど
を
か
し
こ
く
使
い
分
け
る「
エ
コ（
環

境
）モ
ビ
リ
テ
ィ（
移
動
）ラ
イ
フ（
生
活
）」（
略

し
て「
エ
コ
モ
ビ
」
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

市
が
運
行
す
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス（
市
巡
回
バ

ス
）を
利
用
す
る
こ
と
も
、エ
コ
モ
ビ
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、市
内
４
コ
ー
ス
を
１
乗

車
１
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
無
料
）で
、ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
あ
な
た

も
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
利
用
し
て
「
エ
コ
モ
ビ
」

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１ 

   

　
カ
チ
ッ
と
ね
　 

　
　
　
ベ
ル
ト
が
守
る
　
そ
の
笑
顔 

後
部
座
席
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
部
座
席
の
方
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
れ
ば
、交
通
事
故
の

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
に

乗
る
時
は
、近
距
離
・
長
距
離
を
問
わ
ず
、必

ず
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
発
進
は
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
顔
見
て 

子
ど
も
の
体
格
に
合
い
、座
席
に
確
実
に

固
定
で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
選
び
ま

し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
後
部
座
席
に
取
り

付
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
助
手
席

の
エ
ア
バ
ッ
グ
は
、運
転
席
の
も
の
よ
り
大
き

く
、膨
ら
む
力
も
強
力
で
あ
り
、重
大
な
傷
害

に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。や
む
を
得
ず

助
手
席
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、座
席
を
最

も
後
方
に
下
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
取
り
付
け
が
、

子
ど
も
の
命
を
守
り
ま
す
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
６
２ 

   
     

当
セ
ン
タ
ー
は
、会
員
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
働
く
こ
と
に
よ
り
健
康
を
維
持
し
、地
域

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

市
内
在
住
６０
歳
以
上
の
健
康
で
、働
く
意

欲
が
あ
り
、家
族
の
同
意
が
あ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

男
性
…
剪
定
、草
刈
、草
取
り
な
ど 

女
性
…
掃
除
、家
事
手
伝
い
、草
取
り
な
ど 

※
入
会
説
明
会(

月
一
回)

に
参
加
し
て
、セ
ン

タ
ー
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業 

６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、高
齢
者
世

帯
お
よ
び
障
が
い
者
世
帯
を
対
象
に
、日
常

生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。
一
作
業
３０
分
以
内
５
０
０
円
で

お
請
け
し
ま
す
。 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業（
堆
肥
） 

剪
定
作
業
で
出
た
枝
葉
を
粉
砕
し
て
、鶏

糞
と
と
も
に
発
酵
さ
せ
た
有
機
肥
料
を
有
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、直
接
ま

た
は
電
話
で
左
記
へ
。 

問
合
　（
公
社
）津
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー(

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内) 

　
1
２６
ー

８
４
４
８ 

  

北
方
領
土
と
は
、歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国

後
島
、択
捉
島
の
４
島
の
こ
と
で
、北
海
道
の

東
北
洋
上
に
連
な
る
島
々
で
す
。 

津
島
市
で
は
こ
の
北
方
領
土
が
返
還
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
、昭
和
５５
年
１２
月
２２
日
「
北
方

領
土
返
還
運
動
都
市
宣
言
」
を
し
、返
還
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

問
合
　
総
務
課
庶
務
Ｇ
　
内
線
２
３
５
１ 

     
 

津
島
市
巡
回
バ
ス（
ふ
れ
あ
い
バ
ス
）の
車

体
お
よ
び
車
内
広
告
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
期
間 

　
随
時 

申
込 

車
体
広
告 

・
掲
載
４０
日
前
ま
で
に
津
島
市
巡
回
バ
ス
車

体
広
告
掲
載
要
領
様
式
第
１
号
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

車
内
広
告 

・
掲
載
３０
日
前
ま
で
に
津
島
市
広
告
掲
載
要

綱
様
式
第
１
号
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

広
告
を
添
付
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
広
告
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
車
体
広
告
・
車
内

広
告
共
に
「
津
島
市
広
告
掲
載
要
綱
」
に

基
づ
く
審
査
が
あ
り
ま
す
。 

                    

そ
の
他 

　
広
告
募
集
の
詳
細
お
よ
び
申
込
の
様
式
に

つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ン
ツ
）を
ご
覧
に

な
る
か
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１ 

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
利
用
し
て
 

「
エ
コ
モ
ビ
」
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
 

２
月
１１
日（
木
・
祝
）〜
２０
日

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
 

津
島
市
巡
回
バ
ス
へ
の
広
告
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

募
集 

※車両全面ラッピングの申し込みと他の車両広告の申し込みが 
　重なった場合は、車両全面ラッピングの申し込みを優先します。 

枠数 広告料金月額（税込み） 規　　格 掲載場所 

車両全面ラッピング 

車両右面ラッピング 

車両左面ラッピング 

車両後部ラッピング 

車内窓上部広告枠 

５４,０００円 

３０,２４０円 

１７,８２０円 

５,９４０円 

２,１６０円 

１ 

１ 

１ 

１ 

１０ 

前面部・天井部・ガラス部を 
除く車両側面及び車両後部 

縦９５０㎜×横２,３００㎜ 

縦９５０㎜×横１,３５０㎜ 

縦３２０㎜×横１,３６０㎜ 

日本工業規格Ｂ３版 
（縦３６４㎜×横５１５㎜） 

は
ぼ  

ま
い 

し
こ  

た
ん 

く
な 

し
り 

え
と  

ろ
ふ 

せ
ん  

て
い 

９ 「市政のひろば」つしま2016.2

市役所　124-1111お知らせ、募集 



▲審査委員長　辻口博啓氏 

     

市
で
は
、津
島
の„
和
“ス
イ
ー
ツ

の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。二
次
審
査
で
決
定
す
る

受
賞
作
品
を
商
品
化
し
、販
売
・
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集

し
ま
す
。
併
せ
て
、商
品
化
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
対
象
に

２
月
２７
日

に
開
催
す
る
試
食
会

の
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

（
　http://tsushim

a-sw
eets. 

c
o
m

） 

な
お
、一
次
審
査
通
過
作
品
は
２

月
上
旬
、受
賞
作
品
は
３
月
上
旬

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。 

参
加
資
格
　 

ス
イ
ー
ツ
を
販
売
・
提
供
で
き
る

店
舗
で
、次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
店
舗 

①
津
島
市
内
に
あ
る
店
舗 

②
津
島
市
内
で
移
動
販
売
車
、定

期
市
等
で
販
売
・
提
供
を
行
っ
て

い
る
店
舗 

③
津
島
商
工
会
議
所
、津
島
市
観

光
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
る

店
舗 

④
津
島
市
内
の
小
売
店
に
納
入
す

る
こ
と
を
前
提
に
製
造
す
る
事

業
所 

⑤
①
、②
、③
、④
に
な
る
予
定
の
あ

る
店
舗
、創
業
予
定
者 

申
込
期
間 

・
受
賞
作
品
商
品
化
参
画
店
舗 

　
２
月
２７
日

受
賞
作
品
決
定
後

〜
３
月
１４
日

午
後
５
時
必
着 

・
試
食
会
参
加
店
舗 

　
２
月
１
日

午
前
９
時
〜
２
月

１９
日

午
後
５
時
必
着 

※
試
食
会
は
２
月
２７
日

に
開
催 

申
込
方
法 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
市
役
所
企
画
政
策
課

で
配
布
す
る
申
込
書
を
提
出
先

へ
持
参
、郵
送
お
よ
び
電
子
メ
ー

ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

提
出
先 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
企
画
政
策
課
宛 

　
　m
a
c
h
i@
c
ity.ts

u
s
h
im
a
. 

　lg
.jp
 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
Ｇ
　 

　
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 

　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

       

    

第
４
次
津
島
市
総
合
計
画（
改
訂
版
）

（
案
） 

平
成
２３
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で

の
１０
カ
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
定
め
た
「
第
４
次
津
島
市
総
合

計
画
」
が
平
成
２７
年
度
で
前
期
５

カ
年
を
経
過
し
、平
成
２８
年
４
月
か

ら
後
期
５
カ
年
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
か
ら
、本
市
の
状
況
や
社
会
情

勢
等
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

中
間
見
直
し
を
行
い
、「
第
４
次
津

島
市
総
合
計
画（
改
訂
版
）
」
と
し

て
策
定
し
ま
す
。 

 津
島
市
総
合
戦
略（
案
）お
よ
び
津

島
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
） 

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、活

力
あ
る
地
域
を
創
生
し
て
い
く
た

め
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
に
基
づ
き
、津
島
市
の
実
情
に

応
じ
た
今
後
５
年
間
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
方
向
、具
体
的
な
施

策
を
ま
と
め
た「
津
島
市
総
合
戦
略
」

お
よ
び
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展

望
を
提
示
す
る
「
津
島
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。 

①
、②
の
案
に
つ
い
て
、左
記
の
と

お
り
意
見
募
集
し
ま
す
。 

意
見
募
集
期
間 

　
２
月
３
日

〜
２２
日

 

公
表
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、企
画
政
策
課
、市
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
、神
守
支
所
、神
島
田

連
絡
所
お
よ
び
西
・
東
地
区
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

本
編
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。 

意
見
の
提
出
方
法
　
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、本
編
の
内
容
を
ご
確
認

の
上
、「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話

番
号
」「
ご
意
見
」
を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
、企
画
政
策
課

へ
提
出
す
る
か
、閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
投
函
箱
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
書
式
は
自
由
で
す
。 

　
　
な
お
、２
月
２２
日

必
着
と
し

ま
す
。 

提
出
先 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
企
画
政
策
課
宛
て 

　
　 
２４
ー

１
７
９
１ 

　
　m

a
c
h
i@
c
ity.ts

u
s
h
im
a
. 

　lg
.jp
 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１ 

  

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
企

業
誘
致
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定

め
た
津
島
市
企
業
誘
致
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。 

③
の
案
に
つ
い
て
、下
記
の
と
お
り

意
見
募
集
し
ま
す
。 

 

意
見
募
集
期
間 

　
２
月
１２
日

ま
で 

公
表
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、産
業
振
興
課
、神
守
支
所
、

神
島
田
連
絡
所
に
お
い
て
本

編
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。 

意
見
の
提
出
方
法
　
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、本
編
の
内
容
を
ご

確
認
の
上
、「
住
所
」「
氏
名
」「
電

話
番
号
」「
ご
意
見
」を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、産
業
振

興
課
へ
提
出
す
る
か
、神
守
支

所
、神
島
田
連
絡
所
に
設
置
し

て
あ
る
投
函
箱
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
書
式
は
自
由
で
す
。 

　
　
な
お
、２
月
１２
日

必
着
と

し
ま
す
。 

提
出
先 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６(

住
所
不

要) 

　
津
島
市
役
所
産
業
振
興
課
宛
て 

　
　 
２４
ー

１
７
９
１ 

　
　sangyou@

city.tsushim
a. 

　lg
.jp
 

問
合
　
産
業
振
興
課
企
業
誘
致
・

商
工
推
進
Ｇ  

内
線
２
２
５
６ 

 

津
島
の„
和
“ス
イ
ー
ツ
 

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
 

受
賞
作
品
商
品
化
参
画
 

店
舗
・
試
食
会
参
加
店
舗
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
 

　
し
ま
す
 

 ①
第
４
次
津
島
市
総
合
計
画 

　（
改
訂
版
）（
案
） 

②
津
島
市
総
合
戦
略（
案
）お
よ
び 

　
津
島
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
） 

③
津
島
市
企
業
誘
致
基
本
計
画（
案
） 

「市政のひろば」つしま2016.2１０ 

市役所　124-1111 募集 



平
成
２８
年
度
「
市
政
の
ひ
ろ
ば
」・
 

「
津
島
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」へ
 

の
広
告
 

平
成
２８
年
度
「
統
計
の
日
」
標
語
 

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
） 

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校（
定
時
制
 

課
程
）平
成
２８
年
度
入
学
者
 

    

広
告
は
、市
の
発
行
物
等
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
限
り
、掲
載
に
あ
た
っ
て
は｢

津
島
市

広
告
掲
載
要
綱｣
に
基
づ
く
審
査
等
が
あ
り

ま
す
。 

募
集
内
容
　
下
表
の
と
お
り 

申
込
　
２
月
１６
日

ま
で
に
所
定
の
申
込
用

紙
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
。 

※
２
月
１６
日
ま
で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
広

告
に
つ
い
て
は
、同
日
以
後
に
掲
載
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。（
枠
数
に
満
た
な
い
場
合

は
随
時
受
付
） 

留
意
事
項 

　
掲
載
料
に
は
広
告
デ
ザ
イ
ン
料
・
制
作
費

は
含
み
ま
せ
ん
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問
合
　 

　
人
事
秘
書
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｇ 

　
内
線
２
３
５
３ 

　
広
告
代
理
店
　
㈱
中
日
総
合
サ
ー
ビ
ス 

　
1
０
５
８
６
ー

２３
ー

２
１
１
１ 

        

                        

総
務
省
は
、統
計
の
重
要
性
に
対
す
る
国

民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、統
計
調
査
に
対

す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
を
推
進
す
る

た
め
に
、毎
年
１０
月
１８
日
を
「
統
計
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。こ
の
「
統
計
の
日
」
の
ポ
ス

タ
ー
を
始
め
と
す
る
広
報
媒
体
に
活
用
す
る

標
語（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
期
間
　
２
月
１
日

〜
３
月
３１
日

 

募
集
部
門
　
小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、高

校
生
の
部
、一
般
の
部（
上
記
以
外
の
学
生

お
よ
び
一
般
の
方
） 

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意

の
様
式
に
、「
部
門
」
、「
お
住
ま
い
の
都
道

府
県
」
、「
氏
名（
ふ
り
が
な
）」
、「
所
属
・
学

校
名（
学
年
）
」
、「
電
話
番
号
」
、「
標
語
」

（
１
人
５
作
品
ま
で
）を
明
記
の
上
、総
務

省
政
策
統
括
官
室
ま
で
、郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
に
て
直
接
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
　

　h
ttp
://w

w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.jp
/ 

　to
u
ke
i_to
u
ka
ts
u
/in
fo
/g
u
id
e
/ 

　to
u
ka
ts
u

　 _

　
　
　
　  .h

tm
l 

提
出
先
　
〒
１
６
２
ー

８
６
６
８ 

　
東
京
都
新
宿
区
若
松
町
１９
ー

１ 

　
総
務
省
政
策
統
括
官
付
統
計
企
画
管
理

官
室
普
及
指
導
担
当
宛
て 

　
　
０３
ー

５
２
７
３
ー

１
１
８
１ 

　
　to

u
ke
in
o
h
i@
s
o
u
m
u
.g
o
.jp
 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
２ 

   

募
集
課
程
　
夜
間
定
時
制
課
程
普
通
科 

応
募
資
格
　
中
学
校
を
卒
業（
３
月
卒
業
見

込
を
含
む
）ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

募
集
人
員
　
４０
人 

入
学
検
査
日 

　
前
期
選
抜
　
３
月
１５
日

 

　
後
期
選
抜
　
３
月
２４
日

 

願
書
受
付
期
間 

　
前
期
選
抜
　
２
月
２９
日

・
３
月
２
日

 

　
後
期
選
抜
　
３
月
１８
日

・
２２
日

 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
た
だ
し
、３
月
２

日

・
２２
日

は
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
） 

問
合
　
愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校 

　
　
　
1
２８
ー

４
１
５
８ 

 

募集内容 
募集発行物等 媒体概要 掲載月 広告数・規格 掲載料 

広報紙 
「市政のひろば」 

毎月１回発行 
約２５,０００部作成 
全世帯配布 

平成２８年５月号～ 
平成２９年４月号 

裏一面広告（最終ページ） 
毎号（月）１枠 ４色 
縦２７㎝×横１８㎝ 

中面最下段広告 
毎号（月）最大４枠 ２色刷 
縦６㎝×横１８㎝ 

１枠 
１０２,８５０円（税込） 
２回目以降 

９２,５７０円（税込） 
１枠 

１５,４２０円（税込） 
２回目以降 

１４,４００円（税込） 

市公式 
ホームページ 

１カ月平均アクセス数 
約３３,２１１件 

（平成２７年実績） 

平成２８年４月分～ 
平成２９年３月分 

バナー広告　 
毎月１０枠をトップページに掲載 
１枠あたり 
縦３５ピクセル×横２００ピクセル 
サイズ　７ＫＢ以内 
ファイル形式　 
ＧＩＦ（アニメ含む）・ＪＰＥＧ形式 

月額 
５,１４０円（税込） 
６カ月連続掲載 
２５,７００円（税込） 

０２
 

０１
 ０３０００１５７

 

金目鯛の味噌焼き、白和え、 
レンコンのコンソメスープ 

今月のバランス献立 今月のバランス献立 

※市役所１階市民情報サロン・保健センター２階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。また市公式ホームページにも掲載しています。 

１人分　５８０kcal 
塩分２.８ｇ 

作り方 
①金目鯛の片面にAを塗り１０～１５分
おく。 
②椎茸は石づきをとり、かさに十字
の切れ目を入れる。ネギは３㎝程
度に切る。 
③オーブンシートに①、②を並べ、オ
ーブントースターで１０～１５分焼く。 
④ネギと椎茸をBで和える、金目鯛に
スダチと一緒に添える。 

金目鯛の味噌焼き 
材料（２人分） 
金目鯛２切れ、A（味噌小
さじ２、ケチャップ小さじ２、
酒小さじ１、みりん小さじ
２分の１、ゆずこしょう小
さじ２分の１）ネギ６㎝、椎
茸２枚、B（おろし生姜小
さじ１、しょうゆ小さじ１）、
スダチ 

１１ 「市政のひろば」つしま2016.2

市役所　124-1111募集 



歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
５
 

神
守
公
民
館
作
品
展
 

人
権（
同
和
）問
題
の
講
演
と
映
画
の
会
 

さ
ら
に
一
歩
先
の『
地
域
の
わ
』を
目
指
し
て 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
 

南
文
化
セ
ン
タ
ー
 

「
な
ん
ぶ
ん
ふ
れ
あ
い
展
」
 

 

第
６０
回
新
入
学
を
祝
う
よ
い
子
の
 

つ
ど
い
 

平
成
２７
年
度
海
部
歴
史
研
究
会
講
演
会
 

『
木
曽
川
河
口
地
帯
の
新
田
』 

      

市
で
は
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン（
津
島
駅
西

地
域
）に
あ
る
歴
史
や
文
化
資
産
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、今

後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
と
よ
い
か
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、進
め
て
い
く
た
め
の
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１９
日

 

　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

対
象
　
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
在
住
の
方
、歴
史
・

文
化
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
る
方
、参
画
す
る
意
思
の
あ
る
方 

申
込
　
不
要 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
Ｇ
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 

   

日
時
　
２
月
１３
日

午
後
２
時
〜
４
時 

　
　
　(

開
場
午
後
１
時
３０
分) 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

内
容
　
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
と
今
後
の
向

か
う
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て 

講
師
　
岩
崎
恭
典
氏(

四
日
市
大
学
総
合
政

策
学
部
教
授)  

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ

　
内
線
２
３
２
５ 

                 

日
時
　
２
月
１６
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

内
容
　
新
入
学
に
つ
い
て
の
お
話
、親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
等 

対
象
　
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と
そ
の
保

護
者 

参
加
費
　
無
料（
入
場
券
が
必
要
。
保
育
園
、

幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、教
育
委
員

会
で
も
配
布
） 

主
催
　
中
日
新
聞
社 

共
催
　
市
、市
教
育
委
員
会 

問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
６
４ 

  

日
時
　
２
月
１６
日

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午

後
３
時(

午
後
１
時
開
場
予
定) 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
演
　「
宗
教
・
歴
史
か
ら
見
た
人
権
の
課
題
」

〜
親
鸞
と
そ
の
妻
恵
信
尼
を
一
素
材
と
し

て
〜 

講
師
　
安
藤
　
弥
氏（
同
朋
大
学
准
教
授
） 

映
画
　
「
人
権
感
覚
を
磨
き
ま
せ
ん
か
」
〜

大
湾
　
昇
〜 

※
当
日
、手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
推
進
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
７
１ 

   

日
時
　
３
月
５
日

〜
７
日

 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、７
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
） 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
書
道
、水
墨
画
、花
道
教
室
受
講
者

等
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

        

  

日
時
　
３
月
５
日

・
６
日

　 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　（
６
日
は
午
後
３
時
３０
分
ま
で
） 

※
３
月
５
日

の
み
、無
料
の
餅
つ
き
大
会

を
実
施
し
ま
す
。（
午
前
１１
時
〜
な
く
な
り

次
第
終
了
） 

場
所
　
神
守
公
民
館 

内
容
　
硬
筆
・
書
道
、絵
手
紙
、て
ん
刻
、い
け

花
、和
紙
ち
ぎ
り
絵
、体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。 

問
合
　
神
守
公
民
館
　
1
２４
ー

６
１
４
０ 

   

日
時
　
３
月
６
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４

時（
午
後
１
時
受
付
） 

場
所
　
弥
富
市
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル 

内
容
「
木
曽
川
下
流
域
の
新
田
に
つ
い
て
」 

　
石
田
泰
弘
氏（
愛
西
市
教
育
委
員
会
） 

　
「
大
宝
新
田
を
作
っ
た
男
た
ち
」 

　
松
林
啓
介
氏（
飛
島
村
教
育
委
員
会
） 

　
「
新
田
地
主
の
く
ら
し
」
　
　
　
　 

　
服
部
一
宏
氏（
弥
富
市
教
育
委
員
会
） 

定
員
　
２
５
０
人（
申
込
不
要
、先
着
順
） 

参
加
費
　
無
料 

主
催
　
弥
富
市
教
育
委
員
会 

共
催
　
津
島
市
教
育
委
員
会
ほ
か 

問
合
　
弥
富
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
1
６５
ー

４
３
５
５（
月
・
火
曜
休
館
） 

 

催
し 
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創
業
の
基
礎
知
識
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

立
て
方
、計
画
的
な
資
金
調
達
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。 

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。 

日
時
　
２
月
２０
日

 

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分 

場
所
　
津
島
商
工
会
議
所 

対
象
　
創
業
を
検
討
中
の
方
、準
備
を
進
め

て
い
る
方
、創
業
さ
れ
て
間
も
な
い
方
な
ど 

定
員
　
４０
人 

受
講
料
　
無
料 

締
切
　
２
月
１６
日

 

主
催
　
海
部
地
区
７
市
町
村
、津
島
商
工
会

議
所
・
海
部
地
区
６
商
工
会 

共
催
　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

協
力
　（
公
財
）あ
い
ち
産
業
振
興
機
構 

申
込
・
問
合
　
津
島
商
工
会
議
所
　
中
小
企

業
相
談
所
　
1
２８
ー

２
８
０
０ 

  

開
催
日
　
２
月
７
日

 

場
所
　
文
化
会
館 

無
料
法
律
相
談
会 

面
接
相
談（
予
約
制
） 

　
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
予
約
先
　
1
０
５
２
ー

６
８
３
ー

６
６
８
３

（
平
日
の
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
） 

電
話
相
談（
当
日
の
み
） 

　
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
1
２８
ー

６
６
６
０ 

市
民
公
開
講
座
　 

（
予
約
優
先
） 

テ
ー
マ
　
「
よ
く
分
か
る
相
続
と
遺
言
」 

時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分 

問
合
　
県
司
法
書
士
会 

　
　
　
1
０
５
２
ー

６
８
３
ー

６
６
８
３ 

      

活
動
資
金
の
集
め
方
と
し
て
、補
助
金
申

請
書
の
書
き
方
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
一
講
座
の
み
の
受
講

も
で
き
ま
す
。 

資
金
調
達
講
座 

第
１
部
　
講
義
「
多
様
な
資
金
の
集
め
方
」 

第
２
部
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
つ
し
ま
夢
ま
ち

づ
く
り
提
案
事
業
補
助
金
申
請
書
へ
ト
ラ

イ
！
」 

第
３
部
　
名
刺
交
換
と
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー 

講
師
　
中
尾
さ
ゆ
り
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
ネ
イ
バ
ー
ズ
理
事
・
モ
リ
コ
ロ
基
金

相
談
コ
ー
ナ
ー
） 

日
時
　
２
月
２０
日

 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分（
予
定
） 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
６
会
議
室 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
２
月
１２
日

ま
で
に
お
問
い
合
せ
先
へ
。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

第
１
部
　
講
義
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
」 

第
２
部
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
補
助
金
申
請
書

提
出
の
次
は
コ
レ
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

準
備
へ
ト
ラ
イ
！
」 

講
師
　
岡
本
一
美
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
福

祉
サ
ポ
ー
ト
ち
た
代
表
理
事
・
公
益
財
団

法
人
あ
い
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
常
務
理
事
） 

日
時
　
３
月
５
日

 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分（
予
定
） 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
６
会
議
室 

申
込
　
２
月
２６
日

ま
で
に
お
問
い
合
せ
先
へ
。 

受
講
料
　
無
料 

問
合
　
つ
し
ま
夢
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
５８
ー

４
１
３
３ 

        

日
時
　
３
月
６
日

　
午
前
９
時
〜
正
午 

場
所
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法 

           

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方（
中
学

生
以
上
） 

定
員
　
２４
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）　 

申
込
　
２
月
５
日

〜
１８
日

ま
で
に
申
請

用
紙
に
記
入
の
上
、左
記
へ
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内
」

か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。 

問
合
　
消
防
本
部
救
急
Ｇ 

　
　
　
1
２３
ー

０
１
１
９
　
内
線
１
１
０ 

　
　
　
　
２８
ー

３
３
４
１ 

  

日
時
　
３
月
９
日

か
ら
毎
週
水
曜
日（
全

１０
週
） 

・
英
会
話 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
４５
分 

・
韓
国
語 

　
午
後
３
時
〜
４
時
１５
分 

場
所
　
津
島
商
工
会
議
所 

内
容
　
文
化
を
通
じ
、文
字
の
読
み
書
き
と

簡
単
な
基
礎
会
話
を
学
習
し
ま
す
。 

定
員
　
各
講
座
に
つ
き
先
着
１５
人 

参
加
費
　
８
０
０
０
円 

　
　
　
　（
別
途
教
材
費
２
０
０
０
円
） 

申
込
　
電
話
で
左
記
へ
。（
先
着
順
）　 

問
合
　
国
際
文
化
交
流
協
会 

　
　
　
1
０
７
２
５
ー

２２
ー

０
１
６
８ 

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

無
料
相
続
相
談
会
・
市
民
公
開
講
座
 

つ
し
ま
夢
ま
ち
づ
く
り
び
と
講
座
 

伝
え
る
力
実
践
編
 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
 

大
人
の
英
会
話
・
韓
国
語
入
門
講
座
 

無
料
相
続
相
談
会 

資
金
調
達
講
座 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

市
民
公
開
講
座 教

室
・
講
座
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わ
く
わ
く
工
作
教
室
 

押
し
花
教
室
 

古
布
小
物
作
り
教
室
 

お
口
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

長
寿
教
室
 

  
日
時
　
２
月
２７
日

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
児
童
科
学
館 

内
容
　
は
っ
け
よ
い
、の
こ
っ
た
！『
と
ん
と
ん

紙
相
撲
』を
つ
く
ろ
う
！ 

対
象
　
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
） 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
２
月
１２
日

〜
当
日
、午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
月
曜
日
は
除
く
）に
電
話
ま
た

は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
児
童
科
学
館
　
1
２４
ー

８
７
４
３ 

             

日
時
　
３
月
１６
日

　 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
絹
布
と
ビ
ー
ズ
玉
で
「
絹
布
ネ
ッ
ク

レ
ス
」
作
り 

対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
等 

定
員
　
２０
人(

定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料(

た
だ
し
、教
材
費
３
０
０
円

は
申
し
込
み
時
に
徴
収
） 

申
込
　
２
月
１７
日

、１８
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

  

日
時
　
３
月
９
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
押
し
花
で「
ク
マ
の
ト
ピ
ア
リ
ー
」
を

作
り
ま
す
。 

対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
等 

定
員
　
１５
人(

定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料(

た
だ
し
、教
材
費
６
０
０
円

は
申
し
込
み
時
に
徴
収
） 

申
込
　
２
月
１７
日

、１８
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 
           

日
時
・
場
所 

　
３
月
４
日

　
中
央
公
民
館 

　
３
月
８
日

　
神
島
田
公
民
館 

　
３
月
１１
日

　
神
守
公
民
館 

　
い
ず
れ
も
午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

内
容
　
口
腔
の
講
話
と
飲
み
込
み
を
良
く
す

る
体
操
を
行
い
ま
す
。 

講
師
　
県
歯
科
衛
生
士
会
愛
知
西
支
部
会

員 

対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方 

定
員
　
各
１５
人 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
２
月
１５
日

ま
で
に
電
話
、ま
た
は

直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
５
・
２
１
９
１ 

 

人権推進課人権同和 
行政推進Ｇ　内線２２７１ 

さ
ま
ざ
ま
な
人

権 

ア
イ
ヌ
の
人
々
、

刑
を
終
え
て
出

所
し
た
人
や
そ

の
家
族
、
犯
罪

被
害
者
や
そ
の

家
族
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
権
問

題
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）に
対
す
る

偏
見
や
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
、北
朝
鮮

当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
、東
日

本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
等
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
の
性
質
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ

て
、的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

市
で
は
次
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
す
る
人
権
意

識
の
高
揚 

人
権
問
題
は
多
種
多
様
な
形
で
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
状
況
を
理

解
し
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
正

し
く
判
断
で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
や
啓
発
の
た

め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
、人
権
推
進
課
お

よ
び
各
施
設
の
窓
口
に
配
置
し
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
人
権
意
識
の
高
揚

の
た
め
の
情
報
提
供
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
名
誉
に
関
す
る

理
解
促
進
と
個
人
情
報
保
護
の
体
制
強
化 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
や
個

人
情
報
の
流
出
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
問
題
に
対
し
て
は
、体
制
の
整
備
だ
け

で
な
く
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
名

誉
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
・

啓
発
活
動
を
充
実
し
ま
す
。 

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
人
権
問

題
へ
の
対
応 

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
人
権

問
題
の
発
生
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
そ
の
把
握
に
努
め
ま

す
。
　
　 

人
権
侵
害
に
対
す
る
相
談
・
支
援
体
制 

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

最
適
な
救
済
機
関
へ
案
内
す

る
仕
組
み
や
誰
も
が
相
談
し

や
す
い
身
近
な
相
談
体
制
の

整
備
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

「市政のひろば」つしま2016.2１４ 

市役所　124-1111 教室・講座 



    
 対

象
治
療
　
産
科
等
で
受
け
た
人
工
授
精
に

係
る
治
療（
保
険
適
用
外
の
み
） 

対
象
　
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
両
方
が
市
内
在

住
で
、産
科
等
で
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
た

戸
籍
上
の
夫
婦（
所
得
制
限
有
） 

助
成
金
額
　
人
工
授
精
に
要
す
る
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１（
単
年
度
上
限
４
万
５
０

０
０
円
） 

助
成
期
間
　
一
般
不
妊
治
療
を
継
続
す
る
２

年
間
の
う
ち
、平
成
２７
年
３
月
〜
平
成
２８

年
２
月
分 

申
請
期
間
　
平
成
２８
年
３
月
末
日
ま
で 

　
助
成
期
間
は
２
年
間
で
す
が
、第
２
子
の

為
の
治
療
や
流
産
等
で
期
間
が
延
長
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
　
交
付
に
つ
い
て
各
種
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

           

    

日
時
　
２
月
１６
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
座
り
な
が
ら
で
き
る
予
防
リ
ハ
ビ
リ

ス
ト
レ
ッ
チ 

※
動
け
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

講
師
　
市
民
病
院
理
学
療
法
士 

 

心
臓
に
い
た
わ
り
を 

日
時
　
３
月
１
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
予
防
と
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト 

講
師
　
市
民
病
院
看
護
師
・
管
理
栄
養
士 

 

申
込
・
参
加
費
　
い
ず
れ
も
不
要 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１ 

　
　
　
内
線
２
１
１
３ 
    

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
登
録
、事

業
説
明
の
た
め
移
動
事
務
所
を
開
設
し
ま
す
。 

場
所
・
日
時 

西
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
２
月
１８
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

東
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
２
月
２５
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

問
合
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
1
５５
ー

７
７
０
８ 

      

ク
ラ
ブ
ホ
ワ
イ
ト
ウ
イ
ン
グ
ズ
は
、地
域
住

民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
運
営
す
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
興

味
・
関
心
・
技
術
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
多
数
の

種
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
３
月
１３
日

　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ
か 

参
加
費
　
無
料 

種
目
　
の
び
の
び
体
育
塾
・
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
ス
ポ
ー
ツ

玉
手
箱
等 

問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ
　 

　
　
　
内
線
２
２
８
４ 

         

津
島
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

で
の
方
で
、お
お
む
ね
左
記
の
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方 

・
国
民
体
育
大
会
も
し
く
は
同
等
以
上
の
大

会
に
出
場
し
た
方 

・
日
本
体
育
協
会
及
び
日
本
体
育
施
設
協
会

に
認
定
指
導
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方 

・
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
名
簿（
県
教
育

委
員
会
発
刊
）の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
種
目
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

に
指
導
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方 

・
武
道
で
有
段
者
の
資
格
を
有
す
る
方 

・
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
方 

・
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、指
導
者
と
し
て
活
動
し
て

い
る
方 

受
付
期
間
　
２
月
１
日

〜
１９
日

 

募
集
予
定
人
員
　
若
干
名 

提
出
書
類
　
履
歴
書
お
よ
び
選
考
申
込
書 

※
履
歴
書
は
学
歴
・
職
歴
・
ス
ポ
ー
ツ
歴
を
明

記
し
た
も
の
。
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

上
半
身
、脱
帽
正
面
向
き
の
写
真
貼
付
。 

※
資
格
等
が
あ
る
方
は
、認
定
証
等
の
写
し

を
添
付
。 

選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接（
２
月

下
旬
〜
３
月
上
旬
）に
よ
り
選
考
し
、結
果

は
文
書
に
て
連
絡
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

Ｇ
　
内
線
２
２
８
５ 

 

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
制
度
 

市
民
病
院
公
開
講
座
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
 

移
動
事
務
所
開
設
の
お
知
ら
せ
 

津
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集
 

津
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ホ
ワ
イ
ト
 

ウ
イ
ン
グ
ズ
体
験
・
見
学
会
 

子
育
て
・
健
康
 

座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る
、ら
く
ら
く 

ス
ト
レ
ッ
チ
　
〜
老
筋
力
ア
ッ
プ
し
よ
う
〜 

心
臓
に
い
た
わ
り
を 

ス
ポ
ー
ツ
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   （

市
内
在
学
の
優
勝
者
の
み
掲
載
、敬
称
略
） 

参
加
１
３
６
人 

中
学
女
子
２
・
３
年
の
部
　 

　
成
田
ひ
か
る（
暁
中
２
年
） 

            

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

市
へ 

Ｊ
Ａ
海
部
東
青
年
部
様
・・・・・・・・・・・・
現
金 

 

社
会
福
祉
事
業
へ 

南
本
町 

堀
田
様
・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

 

市
民
病
院
へ 

金
光
教
津
島
市
教
会
様 

南
門
前
町
一
丁
目
町
内
会
有
志
一
同
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
車
椅
子
５
台 

寄
附
 

成

績

発

表

 

１２
月
１３
日

 
あ
ま
市
立
美
和
中
学
校 

第
３５
回
海
部
津
島
地
区
少
年
柔
道
大
会
 

（
中
学
生
の
部
） 

「
観
光
拠
点
施
設
整
備

観
光
拠
点
施
設
整
備
」
に
つ
い
て 

「
観
光
拠
点
施
設
整
備
」
に
つ
い
て 

市
長
へ
の
手
紙
か
ら 

津
島
市
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
活
性
化
基
本

調
査
に
お
い
て
検
討
し
ま
し
た
観
光
拠
点

施
設
整
備
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
か
ら
市
長
に

お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 お
手
紙
の
内
容
① 

観
光
拠
点
施
設
「
ま
つ
り
会
館
」
に
つ
い
て

は
、巨
額
の
市
債
・
起
債
を
負
う
状
況
で
あ

る
な
ら
ば
、既
存
の
建
物
の
有
効
活
用
を
図

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

多
数
の
市
民
が
憂
い
て
い
る
状
況
を
重
く

受
け
止
め
、市
民
の
声
に
よ
り
再
考
く
だ
さ

い
。 

お
手
紙
の
内
容
② 

２０
億
円
も
の
負
債
を
抱
え
て
の「
ま
つ
り
会

館
」の
建
築
反
対
で
す
。 

「
年
金
」「
介
護
保
険
」に
加
え
て
の
負
担
は

大
き
す
ぎ
で
す
。
巨
額
な
財
政
を
持
て
余
し

て
い
る
な
ら
、市
民
税
を
減
ら
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

回
答 

　
現
在
「
尾
張
津
島
天
王
祭
の
車
楽
舟
行

事
」が
無
形
文
化
遺
産
の
候
補
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
国
内
は

も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、こ

の
好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、観
光
先
と
し
て

本
市
を
選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、本
市

が
持
つ
魅
力
を
磨
き
上
げ
、ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
と
同
時
に
、有
用
な
情
報
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
あ
る
施
設
を
有
効
活
用
す
る
と
い
う
視

点
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、施
設
の
本
来
の

業
務
に
支
障
が
な
い
か
、施
設
の
管
理
運
営

上
問
題
が
な
い
か
、さ
ら
に
観
光
交
流
施
設

と
し
て
の
機
能
が
満
た
さ
れ
る
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
状
で
は
尾
張
津
島
天
王
祭
の
宵
祭
、朝

祭
の
当
日
を
除
き
、市
内
に
祭
り
の
素
晴
ら

し
さ
・
ス
ケ
ー
ル
感
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
無

い
状
態
で
す
。ユ
ネ
ス
コ
を
契
機
に
年
間
を
通

じ
て
来
訪
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、尾
張

津
島
天
王
祭
の
魅
力
が
体
感
で
き
る
観
光
拠

点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
有
効
な
施
策
の

一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

観
光
拠
点
施
設
の
事
業
費
の
み
に
注
目
さ
れ

が
ち
で
す
が
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
で
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
や
施

設
整
備
に
よ
っ
て
大
き
な
波
及
効
果
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
こ
の
ま
ち
に
愛

着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、さ

ら
に
国
内
外
か
ら
の
皆
様
に
本
市
を
来
訪
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
現
在
お
示
し
し
て
い
る
観
光
拠
点
施
設
の

整
備
案
は
、現
時
点
で
考
え
得
る
最
大
の
規
模
、

機
能
を
盛
り
込
ん
で
い
る
た
め
、事
業
化
に
向

け
て
規
模
・
機
能
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
事

業
費
も
変
動
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

機
会
を
捉
え
て
関
係
者
、関
係
機
関
の
方
々

を
交
え
て
の
検
討
や
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

議
論
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
Ｇ 

　
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 

  「
市
長
へ
の
手
紙
」 

　
市
政
に
つ
い
て
、お
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）で
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
本
庁
舎
、神
守
支
所
お
よ
び
神
島
田
連

絡
所
に
意
見
箱
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
２７
年
１２
月
末
日
で
、６１
件
の
手
紙

や
電
子
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
か
ら
ご
意
見
の
多
か
っ
た
お
手

紙
や
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、適
宜
紹
介
し
ま
す
。 
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市立図書館  
２５‐２１４５  

――――― 　 　 ――――― ――――― 　 　 ――――― 

皆さんと本との出会いを求めて、  
新着の図書をご紹介します。  

※毎月第４火曜日は、館内整理のため、神守公民館図書室、神島田公民館図書室もお休みします。 
　ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。 
　津島駅構内（津島総合案内所）に「図書返却ポスト」を設置しておりますので、ご利用ください。 

児童書 一般書 

［ 　 ２月の休館日 　 ］ 

『みんなのおばけ小学校』　市川宣子　作　石井聖岳　絵　佼成出版社 

２３日

『理学療法士の一日』　ＷＩＬＬこども知育研究所　編著　保育社 

『世界でもっとも貧しい大統領 
ホセ・ムヒカの言葉』 
ホセ  ムヒカ〔述〕 

佐藤  美由紀　〔編〕著 
双葉社 
 

『「老い」のかたわらで ドクター井口のほのぼの人生』　井口昭久　著　風媒社 

『天皇陵と消えた宮都の謎』　武光誠　監修　辰巳出版 

「世界でもっとも貧しい」ウルグ
アイの第４０代大統領ホセ・ムヒカ氏。
一国の大統領である彼を著名に
したのは、２０１２年ブラジルで開催
された国連「持続可能な開発会議」
でのスピーチです。このスピーチ
が世界の人々の心に感動を与え
るとともに、衝撃的な演説として
話題を呼びました。 
本書には彼自身の価値観や、生

き方などの参考となる言葉、例え
ば「貧乏とは、欲が多すぎて満足
のできない人のことです。」など
が記されています。 
私たちにとっての豊かさとはい

ったい何かを考えさせられる一冊
です。 

『ワンガリ・マータイ  
「もったいない」を世界へ』 
フランク  プレヴォ　原作 
オーレリア フロンティ　絵 

高野  優　監訳 
汐文社 
 

もったいない運動で知られて
いるワンガリ・マータイさん。彼女
は、アフリカのケニアで生まれま
した。 
昔、ケニアの多くの森が国の力

で無くなってしまった時、豊かな
森を取り戻し、人々の暮らしを良
くしようと立ち上がったのがワン
ガリ・マータイさんでした。２００４
年にノーベル平和賞を受賞した
あとも、世界の人々にもったいな
い精神を広めつづけた彼女の活
やくを描いた絵本です。 
 

東小学校６年 
畑中侑人 君 

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

児童会会長を経験して 
ぼくは東小学校の児童会会長に決ま

った時、大きなプレッシャーを感じてい
ました。新しい行事の提案や、その準備
など、考えれば考えるほど心配になりま
した。 
こんな気持ちを吹き飛ばしたのは、初
めての児童会行事「ティッシュ箱でドミノ」
をした時です。１年生から６年生までたく
さんの人が集まってくれて、ドミノがた
おれはじめると、みんなが大きな歓声を

あげてくれました。ぼくはこの様子を見て、
もっとたくさんの児童会行事を提案して、
みんなに楽しんでもらいたいと思うよう
になりました。その後は、「ブロック対抗
ミニ運動会」などいろいろ企画し、実行
することができました。どの行事にも、
やりがいを感じ、自分にとってよい経験
になったと思います。この経験を生かして、
人を楽しませる、喜ばせる人になりたい
と思います。 

スタンプ
会

スタンプ
会

平成２８年３月３１日までは新旧スタンプは一緒にお使いいただけますので、早めにお使い下さい。 
平成２８年１月１日～２月１２日まで大決算祭りの応募を受け付けておりますので、奮ってご応募下さい!

平成２８年１月１日 新有効期限 つし丸スタンプ発行 平成２８年１月１日 新有効期限 つし丸スタンプ発行 

新スタンプの発行に伴い、現在のつし丸スタンプは 新スタンプの発行に伴い、現在のつし丸スタンプは 

平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 
平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 
平成２８年３月３１日まで 
　　有効期限が迫ってます！ 

coming soon
coming soon
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第１８１回 

消防本部総務課 
つけましたか？住宅用火災警報器 

1２３ー０４１７ 

  

消
防
団
は
、地
域
密
着
性
、即
時
対
応
力
と

い
っ
た
特
性
を
活
か
し
、市
内
在
住
の
方
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
、自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
。  

津
島
市
消
防
団
は
、現
在
２
７
７
人
の
消

防
団
員（
う
ち
女
性
団
員
１６
人
）が
い
ま
す
。

男
性
団
員
は
主
に
火
災
や
災
害
な
ど
が
発
生

す
れ
ば
、昼
夜
を
問
わ
ず
、自
宅
や
職
場
か
ら

災
害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
ま
す
。
女
性
団
員

は
主
に
市
民
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
指
導
や
幼

児
へ
の
防
火
教
育
な
ど
市
民
の
方
に
普
及
啓

発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

近
年
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
る
中
、各
地
域
を
守
る
の
は
市
民

の
方
一
人
ひ
と
り
の
力
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

消
防
団
員
は
い
ざ
と
い
う
時
、地
域
防
災
力

の
中
核
と
な
り
、率
先
し
て
い
く
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

消
防
団
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
４５
歳
未

満
の
男
性
・
女
性（
学
生
も
可
）の
心
身
共

に
健
康
な
方 

応
募
期
間
　
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。気
軽
に

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
Ｇ 

　
　
　
1
２３
ー

０
４
１
７ 

  

「
消
防
出
初
式
」に
お
い
て
消
防
活
動
に
貢

献
し
た
次
の
方
々
に
対
し
て
、表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

◆
市
長
表
彰 

〈
消
防
団
員
〉 

　
牧
野
正
敏
／
稲
垣
順
一
／
上
田
昌
也 

　
河
村
英
明
／
牧
野
広
文
／
太
田
　
洋 

　
水
谷
　
保
／
大
角
善
之 

〈
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
〉 

　
天
王
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

　
北
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

　
高
台
寺
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

◆
団
長
表
彰 

〈
消
防
団
員
〉 

　
村
上
優
介
／
伊
藤
彰
博
／
二
川
大
樹 

　
山
田
　
篤
／
杉
本
政
浩
／
後
藤
健
司 

　
堀
雄
一
郎
／
佐
伯
　
良
／
貞
岡
寿
文 

　
鈴
木
　
隆
／
市
川
貴
幸
／
成
田
宏
司 

◆
日
本
消
防
協
会
表
彰 

勤
続
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
前
田
博
明 

精
績
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
牛
田
富
也
／
伊
藤
正
幸
／
吉
田
　
易 

◆
愛
知
県
知
事
表
彰 

永
年
勤
続
功
労
章 

　
〈
消
防
団
員
〉 

　
加
藤
宏
治
／
加
藤
雄
二
／
那
須
善
浩 

　
杉
浦
兼
徳
／
山
田
芳
裕
／
大
河
内
雄
治 

◆
愛
知
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
労
章
２
号 

〈
消
防
団
員
〉 

　
伊
藤
正
幸
／
長
崎
秀
典
／
日
比
清
誠 

　
寺
坪
　
剛 

精
勤
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
堀
田
正
幸
／
澤
村
知
伸
／
大
西
幸
夫 

　
小
林
浩
司
／
坪
井
祐
樹 

善
行
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
岡
本
憲
明
／
松
村
純
宏
／
松
浦
　
一 

　
日
比
宏
明
／
熊
澤
賢
悟
／
椙
村
俊
仁 

　
西
井
　
猛
／
川
村
勝
也
／
倉
地
　
学 

　
中
根
基
晴
／
長
谷
川
政
仁
／
川
人
良
次 

◆
海
部
地
方
消
防
連
合
会
長
表
彰 

功
労
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
飯
田
幹
夫
／
野
口
裕
次
／
安
藤
之
徳 

　
平
野
　
勝
／
眞
野
裕
司
／
柘
植
正
明 

　
筧
　
友
勝
／
余
郷
昌
司 

善
行
章 

〈
消
防
団
員
〉 

　
松
浦
　
一
／
日
比
宏
明
／
熊
澤
賢
悟 

　
椙
村
俊
仁
／
西
井
　
猛
／
川
村
勝
也 

　
中
根
基
晴
／
長
谷
川
政
仁
／
川
人
良
次 

　
上
本
野
寛
／
飯
島
隆
志
／
加
藤
　
純 

　
石
亀
友
隆
／
西
井
政
文
／
長
崎
隼
弥 

　
川
崎
信
一
／
三
輪
田
朱
美
／
山
川
真
司 

　
浜
田
貴
都
／
木
學
秀
寿
／
鷲
　
　
実 

　
大
宮
　
猛 

市
消
防
団
員（
男
女
と
も
）募
集
 

消
防
功
労
者
表
彰
 

行事名 

ハイハイ広場 ２月１０日 午前１０時３０分～１１時１５分 なし 無料 なし 身長・体重計測と 
ふれあい遊び ０歳児親子※１ 当日受付 

子どもクッキング ２月１３日 午前１０時～１１時３０分 ２０人 
材料費 
２００円 

エプロン、三角巾 
お茶、食器 

みんなで協力して 
作ろう 小学生 ２月５日 ～ 

２月２４日 午前１１時～１１時３０分 なし 無料 なし 手形と親子遊び ２月生まれの 
未就園児親子 

２月生まれ 
お誕生日会 

２月１日 ～ 
２３日

２月２７日 午後２時～３時 なし 無料 お茶、上靴 卓球 
（人数により、内容変更あり） 

中学生 
高校生 スポーツあそび 当日受付 

開催日 時間 対象 受付期間 定員 内容 参加費 持ち物 

英語であそぼう 親子であそぼう ２月１９日 午前１０時～１０時４５分 
午前１１時１５分～正午 各２０組 無料 お茶、上靴 未就園児親子 ２月５日 ～ 

お母さんのリラックス法と 
ふれあい遊び ベビーマッサージ ２月２６日 午前１０時３０分～１１時３０分 １０組 材料費 

５００円 
バスタオル 

水分補給できるもの ０歳児親子※２ ２月１５日 ～ 

○開館時間：午前９時３０分～午後５時（水曜日午後、木曜日、祝日の休館日を除く）   ○児童館に貴重品を持ってこないようにしましょう    
○定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第受付終了)   ※１  生後４カ月頃～満１歳頃　※２　生後１カ月健診後～満１歳頃   　 

「市政のひろば」つしま2016.2１８ 



「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
を
開
設
し
ま
す
 

     
   

津
島
市
民
病
院

の
主
要
な
役
割
は
、

２
次
の
救
急
病
院

と
し
て
入
院
が
必

要
な
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
る
こ
と
、

ま
た
診
療
所
の
医

師
と
協
力
を
し
て
、検
査
や
手
術
を
引
き
受

け
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

基
本
的
に
は
、入
院
治
療
が
必
要
に
な
る

と
、急
性
期
病
棟
に
入
院
し
、治
療
が
進
み
症

状
が
改
善
・
安
定
す
る
と
、退
院
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、症
状
の

改
善
・
安
定
後
、在
宅
で
の
療
養
に
不
安
の
あ

る
患
者
さ
ん
や
、あ
と
少
し
の
入
院
治
療
で

社
会
復
帰
で
き
る
患
者
さ
ん
も
お
見
え
に
な

り
ま
す
。 

当
院
で
は
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟（
４７
床
）が
あ
り
、大
腿
骨
骨
折
の
手
術

後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、脳
硬
塞
治
療

後
の
麻
痺
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
な
場
合
な
ど
に
お
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

病
気
に
応
じ
て
、入
院
期
間
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、多
く
の
疾
患
で
は
９０
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

平
成
２８
年
３
月
か
ら
は
、新
た
に「
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟（
４８
床
）」
を
開
設
し
ま
す
。こ
の

病
棟
は
、入
院
治
療
に
よ
り
症
状
が
改
善
・
安

定
し
た
後
、経
過
観
察
、在
宅
復
帰
に
向
け
た

生
活
支
援
、在
宅
で
の
療
養
準
備
が
も
う
少

し
必
要
な
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
入
院
期

間
は
状
態
に
応
じ
調
整
し
ま
す
が
、概
ね
３０

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、高
齢
化
が
進
む
と
、本
市
に
お
い
て

も
医
療
や
介
護
を
必
要
と
す
る
方
々
が
増
加

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
医
療

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
ま
ま
で
は
充

分
に
対
応
で
き
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
は
、高
度
な
急
性
期

医
療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、質

の
高
い
医
療
や
看
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、身
近
な
地
域
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、さ
ら
に

は
退
院
後
の
生
活
を
支
え
る
在
宅
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、早
期
に
在
宅
復

帰
や
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、

生
活
支
援
や
介
護
予
防
を
充
実
さ
せ
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
長
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
や
自
治
体

に
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
体
制
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

厚
生
労
働
省
は
、地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護

の
関
係
機
関
が
連
携
し
包
括
的
か
つ
継
続
的

な
在
宅
医
療
・
介
護
の
提
供
を
行
う
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
自
治
体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

当
院
も
、ま
ず
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」

を
効
果
的
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
で
、地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。 

 

大 松かおり歌謡祭 ２月１４日
午前９時１５分 

無料 松 
1０８０-３２８５-２３６６ 

大 ふれあいチャリティーコンサート（水前寺清子） ２月１１日（木・祝）
午後２時 

有料 虹の里八開 
1０５６７-３７-３３３８ 

大 ドラゴンゲートプロレス津島大会 ドラゴンゲート 
　  ticket-info@dg-pro.jp

２月７日
午後５時 

有料 

小 華スペシャル ２月７日
午前９時４５分 

無料 小柳 
1０８０-３６５４-２４９２ 

無料 第９回探鳥会 弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

２月２１日  
午前１０時～正午 

弥富野鳥園 
保護地内 

無料 星空観察会 
あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

２月２０日 午後６時～７時３０分 
（天候不良の場合は翌日） 

あま市七宝焼アートヴィレッジ 
交流ホール・芝生広場 

無料 七宝歴史講座 
「技の軌跡～七宝職人の心意気」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

２月７日
午後２時～３時３０分 

あま市七宝焼アートヴィレッジ 
交流ホール 

１,０００円～ 
１,５００円 七宝焼お試し体験会 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

２月２７日  
午前１０時～正午 

あま市七宝焼アートヴィレッジ 
体験工房 

無料 第８回企画展 平成２８年度 
愛鳥週間ポスター応募作品展② 

弥富野鳥園 
1０５６７-６８-２３３８ 

～２月１４日
午前９時～午後５時 

弥富野鳥園 
本館２階会議室 

無料 みんなであそぼう 
～つなぐタウン～ 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

～２月２１日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 

無料 みんなであそぼう 
～ひなかざり～ 

海南こどもの国 
1０５６７-５２-１５１５ 

２月２７日 ・２８日  
午前１０時３０分～午後３時 

海南こどもの国 
多目的ホール 
定員:各日１００人 

大 自由演奏会ｉｎあま２０１６ 斎藤 
1０９０-８１５２-０９１２ 

３月６日
午後２時３０分 

無料 

大 ２０１６愛知県ダンススポーツ選手権大会 ２月２８日
午前１０時 

無料 愛知県ダンススポーツ連盟事務所 
1０５２-７３１-６８８１ 

１９ 「市政のひろば」つしま2016.2

一緒に考えましょう 

健康のこと 
医療のこと 

問　合 日　時 催　し 入場料 ホール 

文化会館 
催しガイド 

（１月１日現在） 
※掲載している催し物の 
　名称などは予定です。 

※開催時間、休館日、 
事業の詳細な内容は、 
問い合わせ先でお尋ね 
ください。 

津島市市長公室 

企画政策課 

1０５６７‐２４‐１１１１ 

となり街 
お出かけ 
情報 

問　合 場　所 日　 時 名　 称 料　金 



M
Y

 
K

A
R

T
E

正常時の気管支 

ぜんそく発作は氷山の一角 

気管支粘膜 

弾性線維束 

気管支軟骨 

発作治療薬 発作症状 発作症状 

気管支の痙攣 気管支の痙攣 

気管支の敏感さ 気管支の敏感さ 

気管支のアレルギー炎症 気管支のアレルギー炎症 

予防薬 
（長期管理薬） 

平滑筋線維束 

ぜんそく発作時の気管支 

No３ ３ ４ 

気
管
支
喘
息
に
つ
い
て 

津島市民病院 
呼吸器科医師 
平野　晋吾 

私 

の 

カ 

ル 

テ 

【
概
念
】
 

気
管
支
喘
息
は
、気
管
支
に
炎
症
が
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
に
敏
感
に
な
り
、空
気
の

通
り
み
ち
が
狭
く
な
る
病
気
で
す
。
高
齢
に

な
っ
て
初
め
て
喘
息
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
喘
息
の
炎
症
は
ダ
ニ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、

花
粉
、ペ
ッ
ト
の
ふ
け
な
ど
日
常
生
活
の
あ
り

ふ
れ
た
物
質
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、成
人
の
喘

息
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
が
特
定
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

【
症
状
】
 

喘
息
は
、咳
や
痰
、息
苦
し
さ
や
「
ゼ
ー
ゼ

ー
」「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」
と
い
う
喘
鳴
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
咳

だ
け
の
喘
息（
咳
喘
息
）も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、胸
の
痛
み
や
の
ど
に
感
じ
る
違
和
感

な
ど
も
喘
息
の
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
い
て
い
る
方
は
、一

度
病
院
・
診
療
所
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
治
療

せ
ず
に
放
置
す
る
と
、気
道
の
炎
症
が
悪
化

し
て
、発
作
の
頻
度
が
多
く
な
っ
た
り
、症
状

が
重
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

 

【
検
査
】
 

ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
と
い
う
機
械
を
用
い

て
気
管
支
の
狭
窄
が
あ
る
か
ど
う
か
を
み
た

り
、血
液
検
査
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
強
さ

を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

【
治
療
】
 

発
作
が
起
き
た
時
に
屯
用
の
気
管
支
拡
張

薬
な
ど
の
薬
で
一
時
的
に
狭
く
な
っ
て
い
る

気
管
支
が
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
症
状
が
改

善
し
、治
っ
た
と
勘
違
い
さ
れ
る
方
も
多
い
で

す
が
、発
作
時
に
使
用
さ
れ
る
気
管
支
拡
張

薬
は
気
管
支
を
広
げ
る
作
用
は
あ
り
ま
す
が

気
管
支
の
炎
症
を
取
り
去
る
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。
病
気
の
根
本
的
な
原
因
は
あ
く
ま
で

も
慢
性
的
な
気
管
支
の
炎
症
で
す
か
ら
、炎

症
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
い
ず
れ
ま
た
発
作

が
起
こ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、日
頃
か
ら
炎

症
を
お
さ
え
る
治
療（
予
防
薬
）を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
治
療
の
主
役
が
ス
テ
ロ
イ

ド
の
吸
入
薬
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
は
長
期
服

用
す
る
と
様
々
な
副
作
用
を
起
こ
す
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、飲
み
薬
で
は
な
く
吸
入

で
用
い
る
場
合
は
副
作
用
も
少
な
く
安
全
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
薬
と
し
て
、抗

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
の
飲
み
薬
な
ど
を
用
い

た
り
、近
年
で
は
分
子
標
的
薬
の
注
射
薬
を

使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、薬
物
治
療
以
外
に
環
境
整
備
が
重

要
な
治
療
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。
家
の
ホ
コ

リ
に
含
ま
れ
る
ダ
ニ
が
抗
原
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、ダ
ニ
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
洗
面
所
や
風
呂
な
ど
の
水
回
り
に
発

生
し
た
カ
ビ
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。タ
バ

コ
は
喘
息
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
の
で

喫
煙
し
て
い
る
方
は

で
き
る
だ
け
禁
煙
に

努
め
、周
囲
に
喫
煙

し
て
い
る
方
が
い
る

場
合
は
で
き
る
だ
け

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。ま
た
人
に
よ
っ

て
は
犬
、猫
、鳥
等
の

ペ
ッ
ト
が
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
に
関
し
て
は

医
師
と
よ
く
相
談
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
お
わ
り
に
】
 

気
管
支
喘
息
は
す
ぐ
に
は
治
ら
な
い
慢
性

的
な
病
気
で
す
。
症
状
が
な
い
と
き
も
気
管

支
の
炎
症
は
続
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
を
開
始
し
て
症
状
が
よ
く
な
っ
た
と
き

も
治
療
薬
の
調
整
や
中
止
に
つ
い
て
は
安
易

に
自
己
判
断
は
せ
ず
、医
師
の
指
示
に
従
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 

一般社団法人日本呼吸器学会HPより引用 
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の母子健康診査、BCG予防接種、教室のお知らせ ３月 
持ち物 定員 対象 受付時間（開催時間） 日 種別 

★看護師・保健師・管理栄養士・歯科衛生士が担当します ★あなたの健康づくりを応援します 
健康ホットライン 
1２７－１０２１（相談専用です） 

月～金（祝日を除く） 
午前９時３０分～１１時 

２月１９日 、３月１１日  
＊上記以外の日程でも相談可能 

ご自身や家族の健康について、また、育児に関する
ことを専用電話で、保健師が相談をお受けします。 

健康相談 
月～金（祝日を除く） 
午前９時～午後５時 
＊要予約 
  電話相談可 

生活習慣病など健康に関すること。 
血圧・尿・体脂肪・喫煙度チェックもできます。 

こころの健康相談 こころの不調への早期対応、予防に関すること。 

お口の健康相談 歯みがきの方法等、歯科に関すること。 

体力チェック 簡単な体力測定で、体力年齢がわかります。 

家庭訪問 ご家庭に訪問して、相談をお受けします。 

栄養相談（要予約） 食生活に関する相談を管理栄養士がお受けします。 

場所・予約・問い合わせは保健センター 

くすり安心電話 
津島海部薬剤師会
会員が、緊急時の薬
の相談に応じます。 
 
午後９時～翌日午前
９時 
 
1０９０-２１３６-３８５８ 

妊産婦歯科 
健康診査 １５ 午後１時～３時３０分 

(指定された時間)

妊娠中の方、出産後１年以内の方 
内容：歯科健康診査、ブラッシング指導、交流会 
＊妊娠中１回（安定期のときに受けてください）、 
産後１回受けることができます 

２０人 
予約制 

母子健康手帳 
手鏡・歯ブラシ 
タオル 

２歳児歯科 
健康診査　 １７ 午後１時～１時４５分 

（指定された時間） 
平成２６年３月生のお子さん 
（３歳未満まで受診可） 

４０人 
予約制 

母子健康手帳、問診票 
タオル 
仕上げ磨き用歯ブラシ 

―― ＢＣＧ 
予防接種 ８ 午後１時２０分～２時 

（指定された時間） 
生後１歳に至るまでのお子さん 
＊対象者に個別通知をします 

母子健康手帳 
BCG予診票 

―― ４カ月児 
健康診査 

２

１６
午後１時～２時３０分 
（指定された時間） 

生後４カ月を過ぎたお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（１歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

―― 
４

１１
３歳児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２５年３月生のお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（４歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 
視力･聴力アンケート 

―― １歳６カ月児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２６年８月生のお子さん 
＊対象者に個別通知をします 
（２歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

３

１０

離乳食 
前期 １８ 午前９時４５分～１０時 

(午前１０時～１１時３０分)

教室開催月に５～７カ月頃になるお子さんを 
もつ保護者 
内容：離乳食初期から中期のお話と試食など 

２５人 
予約制 母子健康手帳 

☆健康診査はすべて１～２時間程度かかります。乳幼児健康診査を受けていない方は、保健センターの保健師がご家庭を訪問します。      

☆３歳児健康診査では当日会場で尿検査を実施します。      

☆麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、とびひ等にかかっている方は、

医師の許可が出てからお越しください。      

☆予約制の場合は、定員になり次第締め切らせていただきます。      

☆暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わせください。     
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　月…………　　  件（　　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

　月………………　  件（　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 
うち死亡者 ………  　人（　   人） 
犯罪発生件数 …  　 件  
（　）内は平成２７年中の累計 

総人口……　　　 人 （  　　） 
　男………　　　 人 （  　　） 
　女………　　　 人 （  　　） 
世帯数…　　　  世帯（  　　） 
１月１日現在、（　）内は前月比 

１２ 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 ２ 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月7日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています。（番号札は、当日午前８時３０分より配布） 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
内線２１２１ 市役所１階相談室 年金相談 ３、１７日、３月２日 

午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
内線２３５１ 市役所１階相談室 法律相談（要予約） ９日　午後１時～４時 

産業振興課 企業誘致・商工推進Ｇ 
内線２２５７ 市役所１階相談室 消費生活相談 

５、１０、１９、２４日、３月４日 
午後１時３０分～４時３０分 

ー５８ 
ー１７ 
ー４１ 
ー１４ 

６４,０７４ 
３１,５３６ 
３２,５３８ 
２５，７５３    

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［１２月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 

 

市内の 
火災 

救急車の 
出動件数 

津島データファイル 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 行政相談 ５日、３月４日 

午前１０時～正午 
1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 内職相談 

４、１８、２５日、３月３日 
午前１０時～正午、午後１時～午後３時 1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 心配ごと相談 

１２、２６日　午前９時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 法律相談（要予約） ２、１６日、３月１日 

午後１時～４時 
1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 結婚相談 

１、４、８、１５、１８、２２、２５、２９日、 
３月３、７日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 ２、９、１６、２３日、３月１日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 ３、１０、１７、２４日 
午後１時～３時 1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 家庭児童相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

公益社団法人認知症の人と 
家族の会・愛知県支部 認知症介護相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～午後４時 1０５６２‐３１-１９１１（電話相談） 

１２ 

２０ ２ 

２,９５３ ２５７ 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 
水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、
中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

市税の今後の納期 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 
 

３、１７日、３月２日 
午後１時～３時 1２８‐２８００　津島商工会議所 

勤労者安心ネット 
ワークセンター 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

1０１２０‐８１‐１５０５ 
（電話相談） 

２６ 
０ 
５１ 

３９２ 
１ 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

５　月 

ー  

ー  

第　１　期 

４　月 

ー  

第　１　期 

ー  

３　月 

ー  

ー  

ー  

固定資産税･都市計画税…第４期　　国民健康保険税…第10期　介護保険料…第11期 
市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､保育所保護者負担金…２月分 
後期高齢者医療保険料…第８期　　下水道事業受益者負担金…第４期 

納期限　平成２８年２月２９日今月の市税や料金など 
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１2月号「市政のひろば」アンケート結果 
ご家庭の家具等固定について 

１2月号「市政のひろば」アンケート結果 
ご家庭の家具等固定について 
１２月号に掲載しましたアンケートについて、市民の皆様から数多くのご意見・ご提案を
いただくことができました。ご協力ありがとうございました。 
結果は下記のとおりです。(一部抜粋)

１2月号「市政のひろば」アンケート結果 
ご家庭の家具等固定について 

（単位：人） 

～２０歳代 

９ 

３０歳代 

８ 

４０歳代 

１４ 

５０歳代 

２６ 

６０歳代 

３８ 

７０歳代～ 

５５ 

無回答 

２ 

男性 

９９ 

女性 

５０ 

無回答 

３ 

全回答者 

１５２ 

これらの結果を受け止め、さらに多くの方に家具固定をしていただけるよう、より一層の情報発信と啓発活動に
努めてまいります。 

問合　地域・安全課防災Ｇ　内線２３２１・２３２２ 

■あなたのお住まいの家具等は固定してありますか。 

■家具等の固定をしていない理由をお聞かせください。(複数回答)

■あなたのお住まいの家具等固定の実施状況を教えてください。 

・食器棚 

・家電 

■全て固定している　■一部固定している　■固定していない　■無回答 

０％ 

９ １０３ ３６ ４ 

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

０％ 

４９ ７３ ３０ 

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

必要だと思うところだけしてある 

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ １００ 

面倒だから 
家具や壁などに傷や穴を開けたくない 
どこまで固定して良いかわからない 

家具がつくり付けなどで固定の必要がない 
固定の仕方がわからない 

固定する必要性を感じない(倒れてこない等)
借家の大家や管理会社の許可が必要 
借家などの退去時に修復費用がかかる 

家具がなく固定の必要がない 
固定のために他人(大工さん等)を家に入れるのが嫌だから 

見栄えが悪くなるから 
固定のためにお金をかけたくない 

Ｌ型金具やベルト式器具で固定してありますか 

４７ ７１ ３４ 伸縮ポールで突っ張り固定してありますか 

３４ ８６ ３２ ガラスに飛散防止フィルムを貼ってありますか 

３１ ８３ ３８ 足元にストッパー器具を併用していますか 

２６ ９２ ３４ 開き戸・引き出しの開き止め器具はつけてありますか 

０％ 

４７ ７４ ３１ 

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

テレビ・パソコンの足を粘着マット式器具で接着していますか 

１９ １０４ ２９ テレビ・パソコンをベルト式器具で壁に固定していますか 

１６ １０７ ２９ 冷蔵庫をベルト式器具で固定していますか 

９ １１２ ３１ 吊り下げ式照明器具をワイヤーや紐で落下防止していますか 

６ １１７ ２９ レンジをベルト式器具で台に固定していますか 

その他 
無回答 

９０ 
２３ 
２３ 
２３ 

１８ 
１１ 
１１ 

６ 
６ 
５ 
４ 
４ 
４ 
４ 

１８ 

１８ 

１８ 

■はい 

■いいえ 

■無回答 

■はい 

■いいえ 

■無回答 

すべり止め 
シート 

ガラス 
飛散防止 
フィルム 連結材 

開き止め器具 
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救急車の利用に関してのアンケート 

問１ あなたやあなたの家族は、救急車を利用したことがありますか。 

１　利用したことがある　　　２　利用したことがない　　　３　覚えていない 

問２ 救急車の出動件数が増加傾向にありますが、その理由は何だと思いますか。 

１　高齢化により実質必要な件数が増えた　２　モラルが低下した（タクシー代わりに利用など） 
３　利用する判断基準（価値観）が変化した   ４　一人暮らしによる不安から増えた 
５　病院までの交通手段がない　　　　　　６　その他（　　　） 

問３ 次のような事例についてどのように思いますか。 

１　絶対にしてはならない　　　　　　　　２　場合によってはしかたがない 
３　それぞれの認識に違いがあるためしかたがない 

問６ 市発行の救急車利用方法の冊子「救急車必要なのは、どんなとき？」について 
お尋ねします。 

１　持っているし読んでいる　　　　　　　　　　　　　　２　持っていないが読んだことがある 
３　冊子の存在について聞いたことがある　　　　　　　　４　知らない 

問４ 救急車の不適切な利用を少なくするために、効果があると思われるものは何だと 
思いますか。 

１　救急車の正しい利用方法をＰＲする　　 　　　　　　　２　市民への救命講習会をする 
３　受け手である救急医療（病院）情報を提供する　　　　  ４　小さい頃から救急教育をする 
５　その他（　　　　） 

問５ 救急車が頻繁に利用されると、影響を及ぼすことは何だと思いますか。 

１　救急車を本当に必要としている人の利用を妨げる 　　  ２　救急隊員の負担が増加する 
３　救急病院の医師の負担が増加する　　　　　　　　　　４　正しくない救急車の利用を助長する 
５　特に影響はない 

津島市には３台の救急車があります。平成２７年は、２,９５３件の救急出動がありました。近年、
出動件数はますます増えていますが、その約半数は、入院を必要としない軽症です。 
このアンケートでは、皆さんの救急車の利用についてのご意見をお伺いします。ぜひ、ご協力
をお願いします。なお、回答内容は集計のみに使用します。２５ページの回答欄に、もっともあて
はまると思う数字をご記入ください。 

２４ 「市政のひろば」つしま2016.2

 



回答欄 
問１ 

その他記入欄 

その他記入欄 

あなた自身のことについてお聞きします。 
あてはまると思う選択肢の番号に〇をつけてください。 

※結果は統計としてまとめ、あなたの個人情報は使いませんので、以下の質問にぜひ

お答えください。    

 

 

問１　性別　①男性　②女性 

 

問２　年代　①～２０代　　②３０代　　③４０代　　④５０代　　⑤６０代　　⑥７０代～ 

 

問３　職業　①会社員　　②自営業　　③公務員　　④パート・アルバイト　 

　　　　　　⑤生徒・学生　　⑥主婦・主夫　　⑦無職 

　　　　　　⑧その他職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

平成２８年２月２９日 までにお近くのポストから郵送してください。 
FAX(２４-４７５８)で送っていただくこともできます。 
 

問合　消防本部消防Ｇ　1２３-０４１８ 

問２ 問３ 

問４ 問６ 問５ 

問７ 

問７ その他ご意見がありましたら、自由にお書きください。 

２５ 
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新春を迎えた津島神社では、大勢の初詣客でにぎ
わいました。 
午後１時の時点で、拝殿前に並んだ人の列は、神

社の東の鳥居を出て、馬場町の大イチョウ付近まで
伸びていました。 
皆さん新しい年にどのような願いを込められたの

でしょうか。 

この日、新年の初競りが行われました。 
初競りが始まる午前７時前には、市場関係者らが一

年の商売繁盛を願いました。 
威勢の良い掛け声とともに約５０人の買受人が春
の七草やねぎ、ホウレンソウなど、地元農家が栽培し
た新鮮な野菜等をせり落していきました。 
市場関係者によると例年どおりの相場で取引され

ました。 

１６・１・１
津島神社 １年の願いは？ 

１６・１・５
地方卸売市場名古屋 
西流通センター 

初競り 

冬休みの小学生を対象に、院内の施設を見学して
もらう「ふれあい病院探検隊」が行われました。 
参加者は、車イス体験や手洗い体験を楽しみなが

ら体験しました。 
また検査室やカテーテル治療室（ＰＴＣＡ）など普
段目にしない機械の見学では、説明を真剣に聞き入
っていました。 
探検を終えた女の子は、「将来、看護師になりたい

です」と夢を語りました。 

五大陸の各大陸から１カ国ずつ講師を招き、その
国の文化などを理解してもらおうと開催された、津
島市国際交流協会主催の多言語オリンピック。 
この日集まった５７人の参加者は、インド、エジプト、
スペイン、ブラジル、オーストラリアの各文化について、
学びました。写真は、アラビア文字を教えてもらって
いる様子です。上手に書けたかな？ 

１５・１２・１２  
児童科学館 多言語オリンピック 

１５・１２・２４
市民病院 ふれあい病院探検隊 
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